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三角圏の thick部分圏の分類問題は，安定ホモトピー論・環論・代数幾何学・モジュラー

表現論が共有する問題である。Devinatz-Hopkins-Smith [2, 5]は，p局所安定ホモトピー

圏のコンパクト対象のなす圏の thick部分圏の分類を行った。Hopkins [4]と Neeman [6]

は，可換Noether環上の完全複体のなす導来圏の thick部分圏を，その環の素イデアルス

ペクトラムの特殊化で閉じた部分集合に一対一対応させることで分類した。Thomason [8]

はこの結果を準コンパクト準分離的スキームに拡張した。一方，Benson-Carlson-Rickard

[1]は，有限 p群の有限次元表現の安定圏の thick部分圏を群コホモロジー環の極大イデア

ルスペクトラムの閉斉次部分多様体の言葉で分類した。Friedlander-Pevtsova [3]はこの結

果を有限群スキームに拡張した。

この講演では，Benson-Carlson-Rickardの分類の高次元化に相当する可換 Gorenstein

局所環上のCohen-Macaulay加群のなす安定圏の thick部分圏の分類について述べる。
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